
９月４日（金）から 

諏訪ノ森駅旧駅舎の活用を開始します 

 

 
 

 

                        ２０２０年８月２８日 
南海電気鉄道株式会社 

堺市 
浜寺校区まちづくり協議会 

特定非営利活動法人浜寺諏訪森を考える会 
 
 
 
  
 
南海電気鉄道株式会社（社長：遠北 光彦）と堺市（市長：永藤 英機）、浜寺校区まちづくり協議会（会長：

井手口 満昭）、特定非営利活動法人浜寺諏訪森を考える会（理事長：長谷川 琢也）では、国の登録有形文化財

である諏訪ノ森駅旧駅舎の保存・活用について議論を重ねてまいりました。このたび、同旧駅舎の活用策として、

特定非営利活動法人浜寺諏訪森を考える会が２０２０年９月４日（金）からカフェ・ギャラリー・文化教室など

の営業を開始します。 

詳細は以下のとおりです。 

 

【諏訪ノ森駅旧駅舎活用について】 

１．開 始 日 ２０２０年９月４日（金） 

２．場  所 諏訪ノ森駅前 

（大阪府堺市西区浜寺諏訪森町西二丁７８番地） 

３．営業時間 １０時～１７時 （不定休） 

４．営業内容 カフェ・ギャラリー・文化教室など 

 ５．運  営 特定非営利活動法人浜寺諏訪森を考える会 

 

【諏訪ノ森駅の歴史について】 

 諏訪ノ森駅は１９０７年に開業し、１９１９年に駅が移設され西駅舎（今回の旧駅舎）が建設されました。 

木造平屋建ての小規模な駅舎ではありますが、入口上方の明かり取り窓には、浜寺から淡路島に向かっての海 

岸の様子が描かれたステンドグラスが５枚はめ込まれるなど工夫が凝らされています。１９９８年に浜寺公園 

駅の旧駅舎とともに国の登録有形文化財として登録されました。南海本線（堺市）連続立体交差事業に伴い、 

２０１９年５月から仮駅舎に切り替えています。２０２０年２月に旧駅舎の曳家（ひきや）工事を実施し、現 

在の場所に移設しました。 

 

 
 
 

 
 

 

 南海グループでは、ＳＤＧｓへの取組みを強化しており、関連する 

ニュースリリースに「ＳＤＧｓの目標アイコン」を明示しています。 

 今回ご案内の取組みは、１１、１２、１７番に繋がるものです。 
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